
　当行創立70周年（平成15年10月）を記念して植樹した1万本
の苗木の生長を促すため、毎年「びわこ地球市民の森」で、役
職員ボランティアにより除草や枝打ちなどのメンテナンス作業を
実施しています。
　6年目を迎えた平成21年度は、545名の役職員が参加。作業
場所一面に生い茂る雑草を、約1時間半かけて刈り取りました。

森づくりサポート活動
　環境保全のシンボル“琵琶湖”の美しさを、自らの手で取り戻し、
豊かな自然環境の保全をめざして清掃活動を実施しています。

〈釣果〉　
外来魚1,530匹（61.3㎏）
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苗木を刈り取ってしまわないよう注意しながら、
除草作業を進めました

「小さな親切」運動の一環として実施

日本列島クリーン大作戦で
琵琶湖岸を清掃

　琵琶湖の豊かな生態系を守り、生物多様性の保全に向けた
取り組みの一環として「外来魚駆除釣りボランティア」を草
津市志那中湖岸緑地で開催。役職員ボランティア180名が参加
しました。
　琵琶湖は、多くの固有種が生息する世界でも有数の古代湖
ですが、近年は岸辺の魚類のほとんどをブルーギルやブラックバ
スなどの外来魚が占めるようになり、貴重な生態系を守り、外来
魚を減らす取り組みが求められています。外来魚の駆除を、一
人でも多くの役職員が体験することにより、琵琶湖の深刻な外来
魚問題を認識し、生物多様性の保全について理解を深めるた
め実施しました。

外来魚駆除釣り
ボランティア

 ココに注目 ！
釣り上げた外来魚は、障害福祉サービス事業所
により回収され、魚粉等に加工された後、野菜の
堆肥として有効利用されます。

地球環境を保全するには、役職員一人ひとりが地球市民としての環境意識を持ち、
自主的に行内外で多面的な活動を実践することが重要です。
琵琶湖の恵みを未来に引き継ぐため、全行的に地域に根ざした環境ボランティアを展開。
「1人の100歩より100人の1歩」、その活動の「環」は年々広がりをみせています。

地球環境を保全するには 役職員 人ひとりが地球市民としての環境意識を持ち

広がる環境ボランティアの「環」
わ

　母なる琵琶湖は寛大で、固有種、外来種の区別なくその
「命」を育んでしまいます。悠久の歴史の中で見れば人間もま
た外来種。外来魚同様、琵琶湖に育まれながらその生態系
に影響を与えてきた存在です。駆除活動を通じて感じたのは、
今度は私たちが「琵琶湖の母」となり、その生態系保全に関
らなければならないということです。

本店営業部  浅田 剛

外来魚駆除釣り
ボランティア参加者の声
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国際生物多様性の日である
平成22年5月22日に実施
国際生物多様性の日である
平成22年5月22日に実施


